
平成２８年 ３月 １日

○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

コメント

２：同　７０％以上

平成２７年度　大田区立洗足池小学校　自己評価　報告書

大項目 目標 取組内容 目標に対する成果指標
成
果
評

これまでの取組
及び

今後の改善策

１：同　７０％以下

〇児童の習熟度を把握し、指導を工夫している。
少人数指導による補習を行い、習熟度に課題があ
る児童の学力向上を図った。算数ステップ学習
チェックシートについては、児童にはその都度伝
え、成果を持ち帰らすが、保護者に直接知らせる
のは、学期に1度である。
○国際理解教育、外国語活動においてコミュニ
ケーション能力を高めることを目指して研究を進
め、12月4日に研究発表会を開催した。全国各地
から500名以上が参会し、子供たちの活動や研究
内容に高い評価を受けた。
〇全教科の授業に発表や話し合い活動を意図的
に取り入れ、コミュニケーションの能力の向上を図
ることができた。
〇授業改善プランに基づいて「授業改善ブック」を
活用したＰＤＣＡを進めていくことで学習指導の充
実を図った。

・日頃より、児童の習得度に応じた手和えを心掛けている点
が見られる。
・12/4の学習発表会において児童の参加意欲、発言内容か
ら、各々の成長が感じられた。研究発表会をゴールにした取
組ではなく、コミュニケーションの促進という枠で、日常の授
業外活動の段階から、各教員が児童の受発信を意識した施
策を盛り込んでいたように思う。
・学力向上のための指導方法がとても丁寧にきめ細かく、児
童が自発的に、積極的に授業が受けられるように努力されて
いると感じた。
・確かな学力の定着ため、習熟度に応じた授業、少人数指導
は大切で、成果につながっていると思う。
・学習カルテやステップ学習シートの活用を図り、一定の成
果を得られている。
・改善策について、具体的なものが示されなかったが、PDCA
の充実を図られるよう期待する。

３：同　８０％以上

学
力
向
上

　児童・生徒一人
ひとりの学ぶ意
欲を高め、確か
な学力を定着さ
せます。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

４：12月に実施する保護
者アンケートで、項目「学
習したことを理解してい
る」の肯定的回答の割合
が90%以上

4
外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

豊
か
な
心
を
育
む

子ども一人ひとり
の健全な自己肯
定感・自己決定
力を高め、未来
への希望に満ち
た豊かな人間性
を育みます。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高め
る。

４：11月に実施する児童
の学習・生活アンケート
で項目「毎日学校で生活
することが楽しい」の肯
定的回答の割合が90%以
上

4学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見等のための取
組を実施する。

２：同　７０％以上

２：同　７０％以上

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等
を通して、児童・生徒や保護者に対し、望
ましい生活習慣についての意識啓発を行
う。

１：同　７０％未満

〇石川台中と生活指導について共通理解を図って
いる。また、学校とＰＴＡと協働して「洗小のきまり」
を作成し、保護者の共通理解を図った。「洗小江戸
しぐさ」を活用した生活指導朝会の年間計画を立て
た。週1度の生活指導連絡会では、情報交換を行
い、問題行動には学校全体で解決を図るようにし
てきた。
○いじめ防止研修を年3度実施。いじめ防止に係
る授業も各学級3度以上行った。早期発見に努め、
疑いのある事象については、組織的に対応した。
○道徳教育については、研修の機会を増やし、指
導充実を図る。

・学校とPTAとが協働して作成した「洗小のきまり」は一歩踏
み込んだよい試みであった。残念なことにきまりを出すまでで
終わっており、あとは家庭での運用に委ねて知ったため、浸
透、または共通言語には至っていないと感じる。5月、10月、2
月に各家庭で振り返る欄を作成していたので、担任からの働
きかけで、家庭での振り返り結果を持ち寄ってクラスで話しい
合いを持たせる等の工夫があると、より深く定着するものと
思える。
・いじめ防止への対策は、学校ができうる範囲ですべて対応
していると感じる。
・いじめ対策については、今年度はさらに具体的に取り組ま
れていてよいと思った。
・子供が自己肯定感をもって育つことへの様々な取り組みが
されていてよいと思う。
・生活調査の活用、小中一貫の取組等評価できる。
・道徳は、授業と教科化に向けた取組に期待する。
・「洗小江戸しぐさ」はとても良い取組だと思う。児童の生活実
態を把握した上での指導の成果が表れていると思う。

３：同　８０％以上

２：同　５０％以上

１：同　７０％未満

○授業改善プランに基づいた体育科の授業改善
を図った。２，３学期の「洗小チャレンジ」（一校一取
組）では、体育朝会や休み時間のスポーツタイム
で計画的、意図的に全校で長なわや短なわ、持久
走を進めた。学級ごとに工夫して「一学級一実践」
を進めている。
○食育指導については、栄養士との連携を図り、
さらに充実、改善を図る。

全校の体育朝会で実施した長縄記録会などを設けることで、
児童たちが自ら目標を設定し、達成に向けて休み時間など
の練習や話し合いをする方向に仕向けている工夫が見られ
た。その結果、学年、倉図における役割分担が生まれ、豊か
な心を育むに繋がる、お互いの得意不得意の補い合いが生
まれていたように思える。
・学力だけでなく体力、運動能力向上に、いろいろ工夫がなさ
れていて素晴らしいと思う。今後も楽しく体を動かすことへの
工夫に期待する。
・食育を全教員で取り組むようにする。
・早寝早起き朝ごはんは家庭での取組であり、保護者の協力
のたまものである。
・給食指導の3の評価は、改善していく必要がある。

３：同　８０％以上

体
力
向
上

子ども一人ひとり
の身体活動量を
増加させて意欲
や気力の元とな
る総合的な体力
を育みます。

新体力テストの結果を踏まえ体力向上全
体計画を作成し、計画に基づいた体育指
導や「一校一取組」運動や「一学級一実
践」運動を実践する。

４：12月に実施する保護
者アンケートで、項目「体
力の向上と危険防止の
方法を身に付けさせいて
いる」の肯定的回答の割

4

１：同　５０％未満

○授業公開日に道徳地区公開講座、引き取り訓
練、音楽会などを催し、多くの保護者に参観してい
ただいた。
○ＯＪＴの授業研修はペアで行い、授業力の向上
に効果的だった。ステップアップ研修も若手の要望
に応える内容で行い、授業改善、指導力を高める
ようにした。
○児童のパソコンでの活動を入れると、1か月に一
度の活用はしている。ＩＣＴ機器は各教員が活用し
ている（児童のＰＣを使っての授業、活動を入れる
と、1か月に一度の活用は行っている。）が、学年
や教師によって活用状況が異なる。

・伝統ある研究活動に加え、区や文科の研究棟、活躍してい
る。ICTは、緩急が大きな要因と思われる。その中で、教員の
努力に負うところが大きい。
・教育環境向上のために先生方が大変な努力をしていること
を保護者に理解してほしい。
・ICTを活用した授業ンへの取組評価が、昨年も3となってい
る。４に上がるよう、期待している。
・当該項目について、学校として打てる施策はとにかくやって
いるというイメージである。次への課題は、取り組み内容とね
らいをいかに教師から児童に、管理職ｋら家庭、地域へと和ｋ
利やすい言葉で発信するか、また1年を振り返りその結果を
同じく児童、家庭、地域に開示するかが、さらなる洗足池小
の教育環境の向上につながるものだと考える。つまり、それ
を何度も繰り返すことによって、教職員のみではなく児童自
身はもちろん、保護者や住民が【自分ごと】として、わが学校
の環境づくりに巻き込んでいく工夫が必要になると感じてい
る。
・ＩＣＴ活用については、引き続き他校の事例もさんっこうに、
教員同士でレベルを上げていってほしい。

３：同　５５％以上

教
育
環
境
向
上

教員の指導力向
上、施設の整備
や講師・支援員
の配置などの学
校サポート体制
の充実に取り組
み、学習環境の
向上を図ります。

授業公開日の授業評価を、その後の授
業改善に生かす。

４：学校公開週間の保護
者アンケートで、「分かり
やすい授業をしている」
「活動が充実している」の
2項目のＡ評価が60％以
上

3

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。

○ＨＰはアップしやすいように改善し、月1回以上の
更新はしたが、担当者が変わり、昨年度より少なく
なった。組織の改善も行い、学校情報を効果的に
発信できるようにする。
○メールなども活用してスクールサポーターとの連
絡を行うようにし、学校支援本部（ＳＳＳ）の活動が
活発になってきた。
〇9月に地域と連携して学校防災拠点校訓練を実
施した。来年度も継続していきたい。

・ＨＰの更新や防災訓練に一定の成果が表れていると思う。
・地域の一員として、児童のために、よいよい環境づくり、防
災関連の充実に橋梁したい。
・年長児クラスと1年生との交流は、子供たちが安心して就学
できる環境を作っていただいていると思う。今後もより活発な
交流、連携をお願いしたい。
・引き続き、家庭や地域と連携した学校運営をお願いしたい。
・当該項目においても学校としてできることは実施していると
思う。あえて申すのであれば、洗小の児童にどう育ってほし
いか（目的）とだれがどこまで責任をもつか（役割分担）が分
からない限り、双方に遠慮が派生し、その結果、現場の先生
方に負担がかかるという構図が変わらない気がする。将来的
には、学校教育地域連絡協議会がこの項目を考える機関と
して機能するのが望ましいのかもしれない。

３：同　６０％以上家
庭
・
地
域
の
教
育
力
向
上

学校・家庭・地域
の果たすべき役
割や責任を明ら
かにするとともに
相互の連携を深
め、地域とともに
子どもを育てる仕
組みをつくりま
す。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等を
ホームページ等で公開及び更新すること
により、積極的に情報を発信する。

４：学校公開における保
護者の参観率が世帯数
換算で７０％以上

4
２：同　５０％以上

１：同　５０％未満

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。

学校支援地域本部と連携するなどして、
地域力を生かした特色ある教育活動を実
践する。

地域教育連絡協議会において、児童・生
徒の変容等の具体的な資料を作成して、
評価に必要な学校の情報を適切に提供
し、適正な評価を受けるよう努める。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生か
し、主任教諭が助言・支援を行う校内研
修等を実施しOJTを充実させる。

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした
「食育」を推進する。

学習指導講師等による算数・数学・英語
の補習を実施する。

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学校独自に作成している学習・生活アン
ケートを実施し、実態を把握するとともに
児童一人ひとりの支援に生かす。

問題行動・不登校問題等にかかわる児
童・生徒に関するケース会議等を実施す
る。

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行
う。

「発表する」「話し合う」活動を取り入れ、
思考力、表現力を高める指導を工夫して
いる。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

 ◆教育目標 ◎考える子 ○思いやる子 ○元気な子 ○やりぬく子     

 ◆児童数名（平成27年５月１日） 11学級  260名 

 ◆特色ある教育活動  ・外国語活動の推進。、英語カフェ、英語集会などの取組 ・学期ごとの学校公開 ・放課後算数クラブ ・土曜補習教室 ・読書タイム ・１年生からの活動 ・完全ノーチャイム ・３０分間の休み時間 ・地域班活動  

                 ・洗小江戸しぐさ ・夏休みのわくわくスクール ・学校支援地域本部（スクールサポート洗足池） ・スクールバンドの活躍   

                 ・平成２６～２７年度 大田区教育委員会研究奨励校 「外国語に親しみ、進んでコミュニケーションを図ろうとする児童の育成」（外国語活動）  

                 ・国際交流 洗小英語カフェ（東工大留学生との交流）、国際交流事業（韓国青年、国際交流体験、訪日教育旅行受け入れなど）  


